· 他職種向けワークショップ（参加費無料）　９月２６日（土）午後５時から

　　テーマ「脳卒中後の見え方」

　講師　仲泊　聡　（眼科医　国立障害者リハビリテーションセンター）

　　　会場　２階多目的ホール

　内容

脳がなければ視覚は生じない。この脳が壊れてしまったときに視覚に変調をきたすのは当然といえる。
脳卒中後、見え方がおかしいと訴える患者は少なくない。まず、ほとんどの患者はピントが合いずらくなる。そして、実際に視力が低下する場合、その病態は、程度によって大脳性弱視とか皮質盲と呼ばれる。様々なタイプの視野障害も頻繁に生じる。そして、中には視力と視野の観点からは理解できないような視覚の変調をきたす場合もある。色が消える、顔だけ わからない、文字だけわからない、場所だけわからない、暗い、奥行きがわからない、よく見落とすなどと様々な訴えが存在している。多くの場合、
これらは、１）視覚伝達路の問題、２）視覚情報 処理の問題、３）視覚的注意の問題に集約することができる。本 ワークショップでは、視覚伝達路の問題として、同名半盲と大脳性弱視・皮質盲について、視覚情報処理の問題として、大脳性色覚異常、相貌失認、純粋失読、街並失認、視覚失認、視覚失調について、そして、視覚的注意の問題として、半側空間無視と同時失認について述べる。また、これらの多くは「見えるはずなのに見えな い」という状態であるが、それとは反対に「見えないはずなのに見える」という状態があるということについても加えて紹介し解説したい。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

  テーマ　「理解しよう！　視活動の苦手な子ども達」
  講師　釣井　ひとみ（平和眼科）　
会場　２階高齢者能力開発室
　内容
  学習場面において、板書作業に時間がかかる、時間内に書き写しきれない・文字を書くことが苦手、書字のバランスが悪い・図形を書いたり認識したりするのが苦手・読み作業で行飛ばしがみられる、読んでいる場所がわからなくなる・逐語読みになる・プリント問題で書く場所がわからなくなる　など、また、行動場面で、・物を探すのが苦手・球技が苦手　などの困難さがみられる子どもたちがいます。そのような、視覚認知に課題がある児童・生徒の背景には、幾つかの要因が考えられます。感覚の統合、視覚と運動の統合、視知覚、認知処理など、どの要因からその状態像がみられているか、評価、分析していくことが必要になります。それをもとに支援に取り組み、実際場面での配慮と対応を検討していくことが重要です。
　今回は、視覚認知の仕組みについて、また、その中の、視知覚発達検査・評価方法についてご説明し、視覚認知に課題のある児童・生徒への理解を深めていただければと考えます。それをもとに、対応として、教室でできる支援方法のポイントについても幾つかご紹介したいと思います。
